
2

一
緒
に
考
え
よ
う
、
地
球
温
暖
化

一
緒
に
考
え
よ
う
、
地
球
温
暖
化

協
力
す
る
か
滅
び
る
か

気
温
上
昇
を
１・５
℃
以
内

　
　
　
　
　
　
　
に
抑
え
る

早
急
な
対
策
が
不
可
欠

地
球
温
暖
化
は
人
間
の
せ
い

　
１
９
９
７
年
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
で
採
択
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
に
対

し
人
類
が
中
長
期
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
道
筋
の
第
一
歩
が
定
め
ら
れ
た「
京
都
議
定
書
」

か
ら
25
年
。
今
年
の
11
月
６
日
～
18
日
の
期
間
、
エ
ジ
プ
ト
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
濃

度
を
安
定
さ
せ
て
、
人
間
活
動
に
よ
る
気
候
シ
ス
テ
ム
へ
の
危
険
な
干
渉
を
防
ぐ
た
め
に
、
日
本
を
は
じ
め
１
９
７

の
国
と
地
域
が
参
加
し
た
こ
の
会
議
で
、
衝
撃
的
な
発
言
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
で
の
国
連
事

務
総
長
の
演
説
の
一
部
で
す
。
事

務
総
長
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
は
増
え
続
け
、
地
球
の
気
温

は
上
昇
し
続
け
、
我
々
は
後
戻
り

で
き
な
い
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て
い

る
。
人
類
に
は
選
択
肢
が
あ
る
。

協
力
す
る
か
滅
び
る
か
だ
。」
と

訴
え
、
各
国
に
具
体
的
な
成
果
を

出
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
８
月
に
公
表
さ
れ

た
、
国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
の
報
告
書
に
は
、「
人

間
の
影
響
が
大
気
、
海
洋
及
び
陸

域
を
温
暖
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
に

は
疑
う
余
地
が
な
い
。
大
気
、
海

洋
、
雪
氷
圏
及
び
生
物
圏
で
、
広

範
囲
か
つ
急
速
な
変
化
が
現
れ
て

い
る
。」と
記
載
さ
れ
、初
め
て「
疑

う
余
地
が
な
い
」
と
断
定
的
に
表

現
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
際
、
町
で
も
近
年
大
雨
に
よ

る
水
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
山
ノ

井
川
は
４
年
連
続
で
溢い
っ
す
い水

し
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、

２
０
２
１
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
は
「
産
業
革
命
以

前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
１・
５
℃

以
内
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
努
力
を
追
求
す
る
こ
と
を
決

意
」
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し

た
。
１・
５
℃
以
内
に
抑
え
る
こ

と
で
、
多
く
の
気
候
変
動
の
影
響

が
回
避
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
、

２
１
０
０
年
に
は
最
大
４・
８
℃

気
温
が
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
環
境
省
が
２
１
０
０
年
の
日
本

を
テ
ー
マ
に
動
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
事
務

局
な
ど
が
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ

る
と
、
各
国
の
今
の
対
策
だ
け
で

は
、
気
温
上
昇
の
主
原
因
で
あ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
減
ら

ず
、
今
世
紀
末
に
は
、
産
業
革
命

前
か
ら
の
気
温
上
昇
が
約
２・
５

度
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
あ
り
、

地
球
温
暖
化
対
策
は
ま
さ
に
ま
っ

た
な
し
の
所
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
日
本

も
そ
の
取
組
み
を
加
速
さ
せ
、

２
０
２
０
年
10
月
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

2100 年 未来の
天気予報 『1.5℃
目標』未達成・夏
の動画ＱＲコード

国が表明した 2030 年度の温室効果ガスの削減目標

2100 年 未来の
天気予報 『1.5℃
目標』未達成・冬
の動画ＱＲコード

1.5℃の約束　いま
すぐ動こう、気温上
昇を止めるために
の動画ＱＲコード

温室効果ガス排出量（単位：億 t-CO2） 2013 排出実績 2030 排出量 削減率 従来目標
エネルギー起源 CO2 12.35 6.77 ※▲ 45% ▲ 25%

部門

産業 4.63 2.89 ▲ 38% ▲   7%
業務その他 2.38 1.16 ▲ 51% ▲ 40%
家庭 2.08 0.70 ▲ 66% ▲ 39%
運輸 2.24 1.46 ▲ 35% ▲ 27%
エネルギー転換 1.06 0.56 ▲ 47% ▲ 27%

※非エネルギー起源 CO2 等、エネルギー起源 CO2 以外の項目を考慮していないため、2013 年度と比較した 2030 年度の温
室効果ガスの削減率は 46％にならず。
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未
来
に
つ
け
を
残
さ
な
い

大
木
町
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

　
　
　
　
　
グ
リ
ッ
ド
事
業

　

町
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
影
響
の
深
刻
さ
を
踏
ま
え
、

２
０
１
９
年
に
「
気
候
非
常
事
態

宣
言
」
を
行
い
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。
町
も
地
球

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
取
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
３
月
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
策
定
し
た
「
大
木

町
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
は
、
ま
ず
２
０
３
０
年
ま
で
に

公
共
施
設
の
使
用
電
気
を
全
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と

を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
進
め
て
い

る
の
が
、「
大
木
町
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ

ン
グ
リ
ッ
ド
事
業
」
で
す
。
こ
の

事
業
は
、
町
の
公
共
施
設
の
う
ち
、

役
場
周
辺
（
半
径
２
５
０
ｍ
）
に

密
集
し
て
い
る
６
つ
の
公
共
施
設

（
避
難
所
指
定
施
設
４
つ
を
含
む
）

を
自
営
線
で
つ
な
ぎ
、
太
陽
光
発

電
設
備
と
蓄
電
池
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
給
率
を
高
め
る
と
同
時
に
災
害

時
の
適
応
能
力
の
強
化
を
実
現
す

る
も
の
で
す
。

　
町
の
初
期
投
資
を
で
き
る
だ
け

抑
え
る
た
め
、
今
回
の
事
業
は
、

Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
町
と
民
間
企
業
が
共
同

出
資
す
る
特
別
目
的
会
社
）
が
設

備
を
導
入
し
、
町
は
そ
の
費
用
を

電
気
代
と
し
て
支
払
っ
て
い
く
計

画
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
で
す
。

大木町ゼロ・カーボングリッド事業　事業スケジュール（予定）

2023 年 1 月 ～ 2 月 詳細設計

2023 年 5 月 ～ 8 月 設備導入・設置工事

2023 年 9 月 ～ 10 月 システムテスト、特定供給申請・許可

2023 年 10 月 ～ 12 月 実運用開始

～ 2043 年 12 月 事業終了（維持管理・運営 20 年間）・町に譲渡

出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
０
２
１
年
４
月
に
は
、

２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス

を
２
０
１
３
年
度
比
で
46
％
削
減

す
る
こ
と
を
目
指
す
と
表
明
し
て

い
ま
す
。
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大木町ゼロ・カーボングリッド事業
町政懇談会の開催

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
次
の
よ
う

な
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

① 
役
場
周
辺
公
共
施
設
使
用
電

力
の
半
分
以
上
を
太
陽
光
発
電
で

賄
い
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に

大
き
く
貢
献
し
、
電
気
料
高
騰
な

ど
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
ま
す
。

② 

設
備
投
資
の
３
分
の
２
を
国

の
補
助
金
で
賄
い
、
３
分
の
１
を

20
年
間
の
電
気
料
で
償
還
す
る
形

を
と
る
こ
と
で
、
町
の
負
担
を
小

さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③ 

自
営
線
で
各
施
設
を
つ
な
ぎ
、

電
力
会
社
か
ら
の
受
電
を
一
括
す

る
こ
と
と
、
蓄
電
池
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
有
利
な
電
力
購
入

が
で
き
ま
す
。

④ 

災
害
時
の
非
常
用
電
力
と
し

て
約
２
日
分
、
太
陽
光
発
電
を
併

用
す
る
こ
と
で
更
に
長
期
間
、
電

力
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

避
難
所
の
空
調
や
ア
ク
ア
ス
の
温

泉
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
町
で
は
公
共
施
設
以
外

に
も
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
家
庭
や
事
業

所
に
向
け
て
、
太
陽
光
発
電
設

備
、
蓄
電
池
の
支
援
を
強
化
す
る

な
ど
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
２
０
２
７
年
度
ま
で
に
集
中
し

て
事
業
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。
詳
細
は
、
内
容
が
固
ま
り
次

第
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
私
た
ち
が
地
球
で
生
き
て
い
く

限
り
、「
地
球
温
暖
化
」
は
切
っ

て
も
切
り
離
せ
な
い
重
要
な
課
題

で
す
。

　
私
た
ち
人
間
だ
け
で
な
く
、
地

球
に
暮
ら
す
生
物
た
ち
の
子
や

孫
、
そ
の
先
の
世
代
に
「
つ
け
」

を
残
さ
ず
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
残
す
こ
と
は
、
今
を
生
き

る
人
間
の
責
務
で
あ
り
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
行
動
を
起
こ
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
節
電
や
節
水
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
な
ど
、
少
し
意
識
す
る
だ
け
で

地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
未
来
の
子
ど
も
の
笑

顔
の
た
め
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
、
力
を
合
わ
せ
て
地
球
温
暖

化
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

今
後
、
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
強
化

最
後
に
・
・
・

ゼロカーボン
アクション 30

ＱＲコード

　町民の皆さんに町の取組みを知っていただくため、
町政懇談会を開催します。

●日時（全ての日程において同内容です）
① 12 月 3 日㈯　14 ～ 15 時
大木町総合体育館・こっぽーっとホール
② 12 月 13 日㈫　19 ～ 20 時
大溝小学校・視聴覚室
③ 12 月 15 日㈭　19 ～ 20 時
大莞コミセン
④ 12 月 18 日㈰　10 ～ 11 時
大木町総合体育館・こっぽーっとホール
予約等不要。ご参加される際は直接現地にお越しください。

問まちづくり課　環境グループ　(0944-33-1120


